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報
 

広 報 あ か い 9
] け

 
か
 

あ
 

け
 

か
 

あ 報
 

広 ⑧
 

赤
池
町
長
 
木

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
町
民
の
 

皆
さ
ま
と
と
も
に
寿
ぎ
得
ま
す
こ
 

と
は
何
よ
り
も
慶
び
に
た
え
ま
せ
 

ん。 本
年
も
幸
福
の
年
で
あ
り
ま
す
ょ
 

う
に
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
 

す。 波
乱
の
多
か
っ
た
一
九
七
〇
年
 

国
の
内
外
状
勢
の
中
で
赤
池
町
は
 

数
多
く
の
問
題
を
は
ら
み
な
が
ら
 

大
過
な
く
越
年
出
来
ま
し
た
事
は
 

偏
に
町
議
会
の
積
極
的
な
御
支
援
 

と
町
民
皆
様
の
多
大
な
る
御
声
援
 

御
協
力
の
賜
と
私
を
は
じ
め
町
職
 

員
一
同
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

こ
の
一
年
を
顧
り
み
ま
す
と
一
 

般
事
業
面
の
道
路
政
策
に
つ
い
て
 

は
緊
就
事
業
、
失
対
事
業
過
疎
事
 

業
等
に
よ
り
い
く
分
整
備
さ
れ
て
 

き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
又
、
県
 

道
小
竹
ー
赤
池
線
バ
ィ
パ
ス
工
事
 

も
年
度
未
完
工
の
予
定
で
あ
り
ま
 

村
 
繁

太

郎

 

す。 住
宅
政
策
に
つ
い
て
は
開
発
就
 

労
事
業
、
緊
就
事
業
に
よ
る
団
地
 

造
成
を
計
り
公
営
住
宅
、
改
良
住
 

宅
建
設
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
着
 

々
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
 

民
生
関
係
、
同
和
対
策
事
業
も
 

道
路
整
備
、
集
会
所
建
設
等
も
計
 

画
ど
お
り
進
行
し
て
お
り
叉
環
境
 

整
備
事
業
の
生
活
舘
建
設
も
旧
炭
 

坑
地
区
に
一
月
末
に
は
完
工
の
は
 

こ
び
と
な
り
ま
す
。
 

教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
二
年
 

継
続
事
業
の
小
学
校
増
改
築
工
事
 

が
年
度
末
に
は
落
成
し
生
徒
の
健
 

全
教
育
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
 

す。 又
、
三
校
統
合
給
食
セ
ン
タ
ー
 

も
建
設
の
実
現
に
至
り
、
児
童
生
 

徒
の
衛
生
管
理
に
そ
う
も
の
と
思
 

い
ま
す
。
 

上
水
道
の
町
営
移
管
は
十
一
月
 

一
日
よ
り
実
施
と
な
り
ま
し
て
、
 

あ
る
地
区
に
お
い
て
不
便
を
お
か
 

け
い
た
し
ま
し
た
が
、
衛
生
環
境
 

施
設
の
整
備
に
努
力
い
た
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

行
政
面
で
は
、
田
川
消
防
組
合
の
 

設
立
下
田
川
衛
生
組
合
の
施
設
完
 

成
と
広
域
行
政
も
、
積
極
的
に
進
 

行
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
 

私
の
昭
和
四
十
六
年
度
の
基
本
的
 

方
針
と
い
た
し
ま
し
て
、
ま
ず
産
 

「
農
業
 
者
 
年
 
金」 

い
 
よ
 
い
 
よ
 
ス
 
タ
 
ー
 
ト
 

老

後

保

障

と

農

業

近

代

化

 へ 

「
農
民
に
も
他
産
業
に
切
く
人
 

な
み
の
社
会
保
障
を
」
と
い
う
全
 

国
農
家
よ
り
の
熱
望
に
よ
り
「
農
 

業
者
年
金
基
金
法
」
が
こ
の
ま
え
 

の
国
会
で
成
立
し
、
十
月
一
日
に
 

基
金
協
会
が
設
立
さ
れ
、
十
二
月
 

に
い
よ
い
よ
農
家
か
ら
の
加
入
申
 

し
込
み
の
受
付
け
が
開
始
さ
れ
、
 

一
月
一
日
よ
り
保
険
料
微
収
な
ど
 

の
本
格
的
な
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
 

す。 
こ
の
農
業
者
年
金
は
、
他
産
業
 

に
仇
く
人
に
く
ら
べ
て
社
会
保
険
 

わ
け
て
も
老
後
の
社
会
保
障
制
度
 

下
田
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
 

完

成

近

 し
 

ー
ー
ケ
年
継
続
事
業
と
し
て
糸
田
 

町
、
金
田
町
、
方
城
町
、
赤
池
町
 

清
掃
施
設
下
田
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
 

は
工
事
費
約
一
億
三
千
九
百
万
円
 

（
国
庫
補
助
、
厚
生
年
金
保
険
積
 

立
金
還
元
融
資
な
ど
の
起
債
及
び
 

各
町
の
負
担
金
）
 
で
昭
和
四
十
六
 

年
三
月
末
完
成
目
標
と
し
て
方
城
 

町
大
字
弁
城
迫
の
彦
山
川
と
中
元
 

寺
川
の
合
流
点
付
近
に
現
在
工
事
 

中
で
す
。
 

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
 

民
年
金
に
上
の
せ
し
て
特
別
の
制
 

度
を
つ
く
っ
て
、
農
業
者
の
老
後
 

の
生
活
安
定
を
は
か
り
、
後
継
者
 

へ
の
経
営
移
譲
を
促
進
す
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
経
営
の
若
返
り
を
は
か
 

る
と
い
う
狙
い
を
も
っ
て
い
ま
 

す
。
つ
ま
り
社
会
保
障
と
農
業
近
 

代
化
の
二
つ
を
果
た
そ
う
と
い
う
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
こ
の
年
金
制
度
を
補
充
 

す
る
た
め
制
度
発
足
当
時
に
五
十
 

五
才
以
上
の
農
業
者
が
、
農
地
を
 

処
分
し
て
離
農
す
る
場
合
に
離
農
 

隠
畿
齢
 

雇
繊
鼎
蛾
鷲
 

脅
側
？
‘
 

《
い
、
通
」
 

」畿」一 

ぺ、‘【h 

、
曹
」
習
馴
「
‘
一
醐
 

炭
地
の
過
疎
化
し
た
大
き
な
諸
間
 

題
に
積
極
的
に
取
り
く
み
赤
池
町
 

総
合
計
画
を
樹
立
し
行
政
水
準
の
 

高
度
化
、
近
代
化
を
計
り
諸
事
業
 

の
長
期
的
計
画
の
上
に
財
政
運
営
 

を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
 

す。 
今
後
の
課
題
と
し
て
、
 

一
、
上
野
小
学
校
体
育
舘
改
築
 

、
赤
池
中
学
校
々
舎
改
築
 

一
、
改
良
住
宅
の
大
巾
建
設
促
進
 

、
旧
炭
坑
地
区
山
の
神
の
公
園
 

化
 

、
県
道
八
幡
ー
赤
池
線
の
開
通
 

促
進
 

、
田
川
ー
直
方
線
バ
イ
パ
ス
早
 

期
完
成
促
進
 

、
こ
れ
に
伴
う
一
般
町
道
の
改
 

良
 

、
同
和
対
策
事
業
の
積
極
的
な
 

促
進
 

一
、
県
営
住
宅
の
建
設
促
進
』
 

こ
れ
ら
諸
事
業
の
早
期
実
現
に
、
 

努
力
し
て
ま
い
る
か
く
ご
で
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

二 

私
共
は
町
議
会
の
御
協
力
を
得
郷
 

土
の
発
展
の
た
め
に
最
大
の
努
力
 

を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
上
と
も
町
民
皆
様
の
御
指
導
 

と
御
鞭
達
の
程
を
お
願
い
し
て
新
 

年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
 

＠
昭
和
四
＋
五
年
度
実
施
し
た
 

主
な
事
業
 

、
公
営
住
宅
建
設
事
業
『
 

、
改
良
住
宅
建
設
事
業
 

、
生
活
舘
建
設
事
業
 

、
常
福
水
源
地
施
設
整
備
事
業
 

、
市
場
小
学
校
マ
舎
改
築
工
事
 

、
給
良
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
 

、
同
和
住
宅
建
設
事
業
 

、
薬
王
寺
ー
大
浦
線
簡
易
舗
装
 

工
事
 

、
橋
詰
ー
岩
屋
線
簡
易
舗
装
工
 

事
 

、
大
谷
地
区
集
会
所
建
設
事
業
 

、
板
屋
団
地
造
成
工
事
 

、
伏
原
公
営
住
宅
敷
地
造
成
工
 

事
 

一、 

一
般
町
道
改
良
工
事
 

赤
池
町
議
会
議
長
 

池
 

田
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
 

給
付
金
を
金
額
国
庫
負
担
で
支
給
 

す
る
こ
と
も
行
な
う
。
ま
た
、
離
 

農
希
望
者
の
農
地
を
農
業
者
年
金
 

基
金
が
買
い
入
れ
、
こ
れ
を
規
模
 

拡
大
を
希
望
す
る
農
業
者
に
売
り
 

渡
す
と
い
う
業
務
も
あ
わ
せ
て
行
 

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
年
金
に
加
入
で
き
る
人
は
 

昭
和
四
十
六
年
】
月
一
日
現
在
で
 

五
十
五
才
以
下
の
人
？
限
ら
れ
、
 

次
の
よ
う
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
 

▽
当
然
加
入
 

経
営
面
積
が
 

五
〇
ア
ー
ル
以
上
で
、
農
家
の
経
 

営
主
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
 

る
人
。
 

▽
任
意
加
入
 

三
〇
ア
ー
ル
 

以
上
あ
っ
て
、
養
豚
、
養
鶏
な
ど
 

で
労
仇
力
が
年
間
七
〇
〇
時
間
以
 

上
の
経
営
主
で
す
。
 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
農
業
委
 

員
会
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

誘

致

企

業

ナ

 ン
 
バ
 
1
 
3
 

西
日
本
設
計
工
業
（
株
）
来
た
る
ノ
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
る
産
炭
地
の
財
政
悪
化
お
 

よ
び
過
疎
化
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
町
は
 

こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
、
産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
 

置
法
に
基
づ
き
工
場
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
産
業
の
 

振
興
と
雇
傭
の
増
大
を
図
ろ
う
と
努
力
し
て
い
ま
 

す。 
こ
の
程
、
そ
の
三
番
目
の
企
業
と
し
て
、
西
日
本
 

設
計
工
業
（
株
）
（
本
社
廿
北
九
州
市
戸
畑
区
新
川
町
 

四
番
八
号
、
代
表
取
締
役
H
新
野
康
一
氏
）
が
本
町
 

の
工
場
誘
致
条
例
の
適
用
を
受
け
、
赤
池
町
大
字
赤
 

池
瀬
ケ
谷
五
二
一
番
地
に
工
場
を
建
設
し
、
こ
の
十
 

一
月
に
操
業
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
工
場
で
は
、
ガ
 

ス
燃
焼
炉
等
に
使
用
さ
れ
る
バ
ル
ブ
の
製
造
を
し
て
 

い
ま
す
が
、
中
で
も
N
K

バ
ル
ブ
は
当
社
の
特
許
製
 

品
で
す
。
 

現
在
は
鋳
物
工
場
だ
け
で
す
が
、
赤
池
区
か
ら
借
 

受
け
て
い
る
土
地
六
、
九
〇
〇
肩
に
は
、
将
来
、
加
 

工
組
立
工
場
、
製
缶
工
場
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
 

逐
次
従
業
員
の
採
用
も
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
 

勝
 

一
九
七
一
年
の
希
望
に
満
ち
溢
 

れ
た
新
春
を
迎
へ
、
皆
様
方
の
御
 

多
幸
を
心
か
ら
御
祈
り
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

顧
み
ま
す
れ
ば
一
九
七
〇
年
は
 

安
保
、
万
博
、
国
勢
調
査
、
繊
維
 

交
渉
、
沖
縄
国
政
参
加
、
公
害
国
 

会
等
々
波
乱
含
み
の
国
内
状
勢
の
 

中
で
本
町
も
産
炭
地
の
疲
弊
か
ら
 

脱
皮
す
べ
く
、
団
地
造
成
、
公
営
 

住
宅
、
市
場
小
学
校
々
舎
、
病
院
 

公
舎
、
か
ん
が
い
事
業
等
の
建
設
 

整
備
、
工
場
誘
致
、
敬
老
年
金
実
 

施
、
病
院
問
題
、
町
営
水
道
の
発
 

足
等
諸
事
業
を
町
議
会
は
積
極
的
 

に
推
進
努
力
を
致
し
て
参
り
ま
し
 

た。 
然
し
乍
ら
こ
れ
ら
事
業
施
行
で
 

疲
弊
か
ら
完
全
に
脱
皮
し
た
と
は
 

決
っ
し
て
思
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
 

む
し
ろ
そ
の
端
緒
に
た
つ
た
と
云
 

え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
新
 

し
く
迎
え
た
、
 
一
九
七
一
年
（
え
 

と
猪
）
は
ま
さ
に
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
 

下
猪
突
猛
進
の
歳
で
あ
る
と
信
じ
 

て
お
り
ま
す
。
 

幸
い
町
当
局
に
於
て
赤
池
町
総
合
 

計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
事
は
皆
 

様
と
共
に
御
同
慶
に
堪
へ
な
い
次
 

第
で
あ
り
ま
す
。
 

真
の
赤
池
町
の
発
展
は
過
疎
地
 

域
振
興
対
策
、
同
和
対
策
そ
の
他
 

あ
ら
ゆ
る
分
野
を
ふ
ま
え
た
新
し
 

い
広
域
的
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
 

業
の
推
進
に
か
か
っ
て
い
る
と
申
 

し
上
げ
て
過
言
で
は
な
い
と
思
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

我
々
は
こ
の
長
期
計
画
事
業
を
 

卸
本
年
度
か
ら
実
施
し
名
実
共
に
 

明
る
い
赤
池
町
と
し
て
、
飛
躍
発
 

展
を
遂
げ
る
様
町
執
行
部
議
会
議
 

員
と
共
に
全
力
を
傾
注
し
た
い
と
 

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

年
頭
に
際
し
ま
し
て
、
町
勢
発
展
 

に
課
さ
れ
た
我
々
議
会
人
の
重
責
 

を
新
た
に
認
識
し
、
こ
れ
が
推
進
 

に
最
大
の
努
力
を
払
う
こ
と
を
誓
 

う
と
共
に
皆
様
方
の
御
鞭
捷
を
心
 

か
ら
念
願
し
て
新
年
の
御
挨
拶
と
 

致
し
ま
す
。
 

赤
池
町
助
役
 
椿

 

赤
池
町
の
み
な
さ
ん
明
け
ま
し
 

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
五
年
も
諸
事
多
難
の
 

う
ち
に
、
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
去
 

り
こ
こ
に
希
望
あ
ふ
れ
た
、
昭
和
 

四
十
六
年
の
新
春
を
迎
へ
ま
し
た
 

こ
と
を
ま
ず
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
 

す。 私
と
い
た
し
ま
し
て
は
町
の
発
 

展
と
町
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
 

山
積
す
る
事
業
の
遂
行
に
微
力
を
 

雨
の
日
も
、
風
の
日
も
万
】
 

交
 
通
 
安

全

表

 彰
 

去
る
十
一
月
二
日
岩
木
辰
美
さ
 

『
ん
（
中
町
）
が
交
通
安
全
功
労
者
 

と
し
て
交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
 

県
民
運
動
本
部
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

（
写
真
は
表
彰
さ
れ
た
岩
 

城
さ
ん
）
 

岩
城
さ
ん
は
会
社
夜
警
員
と
し
 

、
‘
、
？
●
I
●
監
●
、
，
I
、
？
、
、
一
 
一
、
？
旦
4
 

て
勤
務
の
か
た
わ
ら
十
余
年
の
長
 

い
間
に
わ
た
り
、
風
雪
降
雨
を
と
 

わ
ず
悲
惨
な
交
通
事
故
を
未
然
に
 

防
止
す
る
べ
く
、
毎
日
街
頭
に
立
 

ち
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
と
補
導
に
 

献
身
的
な
尽
力
を
さ
れ
て
い
ま
 

す。 
農
業
委
員
 

四
氏
表
彰
さ
れ
る
 

農
業
委
員
会
法
が
制
定
さ
れ
て
 

今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
 

を
記
念
し
て
去
る
十
二
月
七
日
、
 

二
十
周
年
記
念
式
典
が
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
の
席
場
で
、
永
年
農
業
委
員
 

と
し
て
、
農
業
委
員
会
並
に
県
農
 

業
会
議
の
運
営
に
尽
力
し
、
農
業
 

行
政
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
 

々
に
対
し
、
深
く
感
謝
す
る
と
共
 

に
今
後
の
健
全
な
発
展
を
期
す
る
 

意
味
を
も
ち
ま
し
て
、
福
岡
県
知
 

事
並
に
福
岡
県
農
業
会
議
会
長
よ
 

り
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
 

た。 被
表
彰
者
氏
名
（
敬
称
略
）
 

県
知
事
感
謝
状
 

池
 
田
 

農
業
会
議
会
長
表
彰
状
 

原
 

傾
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

幸
い
町
民
各
位
の
深
い
御
理
解
 

と
御
協
力
を
賜
わ
り
か
つ
町
議
会
 

の
非
常
な
御
支
援
に
よ
り
ま
し
て
 

そ
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
い
さ
さ
 

か
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
 

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
 

す。 
年
頭
に
お
け
る
清
新
の
気
を
一
年
 

間
持
ち
続
け
能
率
的
な
町
政
を
打
 

立
て
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ
き
郷
 

土
、
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
力
 

い
っ
ぱ
い
ま
い
し
ん
し
た
い
と
念
 

願
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

年
頭
に
際
し
み
な
さ
ん
の
福
祉
 

増
進
と
町
勢
の
隆
昌
発
展
に
与
え
 

ら
れ
た
責
務
に
、
最
善
を
つ
く
す
 

こ
と
を
誓
い
み
な
さ
ん
の
一
層
の
 

ご
指
導
と
ご
協
カ
を
お
願
い
し
て
 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
 

す。 ろ
う
学
校
の
 

入

学

案

内

 

み
な
さ
ま
の
御
近
所
に
耳
の
聞
 

こ
え
な
い
子
ど
も
さ
ん
や
、
こ
と
 

ば
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん
は
あ
り
 

ま
せ
ん
か
。
 

直
方
の
県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
 

三
才
の
お
子
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
 

て
専
門
の
教
育
を
し
七
い
ま
す
。
 

遠
路
の
方
は
寄
宿
舎
が
あ
り
、
 

生
活
保
護
家
庭
の
方
は
寮
育
施
設
 

が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
全
校
児
童
生
徒
の
教
育
の
経
 

費
は
文
部
省
か
ら
補
助
が
あ
り
ま
 

す。 
幼
稚
部
、
小
学
部
、
中
学
部
、
高
 

等
部
と
あ
つ
て
、
高
等
部
で
は
取
 

業
教
育
を
実
施
し
、
卒
業
の
時
は
 

立
派
に
独
立
し
て
社
会
へ
出
て
い
 

ま
す
。
 

勝
 

た
だ
い
ま
昭
和
四
十
六
年
度
の
 

立谷長 池 

花 野 田 

杉富龍 
次 

夫次郎 勝 

入
学
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
 

す。 く
わ
し
い
こ
と
は
、
 

直
方
市
頓
野
福
岡
県
立
ろ
う
学
校
 

T
E
L
②
ー
五
三
五
一
に
お
問
い
 

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

m
・
・
●
（
●
‘
』
‘
」
・
 

潮
羅
明
鱗
 



十ノ い
 

カ
 

あ
 

報
 

広
 

き
ん
ち
ょ
ー
つ
／
緊
張
／
 

新
一
 
年

生

 の

体

 力

検

 定
 

さ
る
十
ニ
月
八
日
、
九
日
に
こ
 

の
春
入
学
す
る
新
一
年
生
の
知
能
 

テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

日
頃
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
達
も
こ
 

の
日
ば
か
り
は
、
真
剣
そ
の
も
の
 

付
添
の
お
母
さ
ん
達
も
そ
わ
そ
わ
 

と
な
ご
や
か
な
う
ち
に
無
事
終
了
 

こ
の
日
テ
ス
ト
を
受
け
た
、
新
人
 

学
児
は
市
場
小
学
校
七
十
二
名
 

（
男
三
十
一
名
・
女
四
十
一
名
）
 

上
野
小
学
校
四
十
名
（
男
十
八
名
 

女
二
十
二
名
）
で
し
た
。
 

三
「
三
三
三
三
三
三
三
三
」
 

二
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
『
『
「
三
一
三
三
三
ニ
ニ
三
」
三
三
一
言
三
 

H
H
H

税

務

課

 だ
 

明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
御
座
 

い
ま
す
。
 

旧
年
中
は
町
税
納
入
に
つ
い
て
御
 

協
力
を
い
た
だ
き
、
年
末
の
納
税
 

強
調
月
間
も
優
秀
な
る
成
績
を
収
 

め
る
事
が
で
き
ま
し
た
事
は
、
納
 

税
組
合
長
を
始
め
皆
様
方
の
町
財
 

政
に
対
す
る
暖
か
い
御
理
解
の
賜
 

も
の
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

な
お
今
後
共
、
町
税
納
入
に
御
協
 

力
下
さ
る
様
、
お
願
い
致
し
ま
 

す。 

納
税
組
合
総
会
に
つ
い
て
 

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
、
赤
池
 

町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
第
十
 

五
回
納
税
組
合
総
会
を
、
組
合
長
 

多
数
出
席
の
も
と
に
開
催
し
、
優
 

秀
で
あ
り
た
組
合
長
、
組
合
に
記
 

念
品
を
贈
り
次
の
と
お
り
表
彰
い
 

多彩な 出 し も の 

ー盛大に文化祭 

さ
る
十
二
月
六
日
 

七
日
中
央
公
民
舘
 

に
於
て
文
化
祭
が
 

盛
大
に
行
な
れ
わ
 

ま
し
た
。
会
場
に
 

は
盆
栽
・
生
花
・
 

書
道
と
い
ろ
い
ろ
 

の
作
品
が
か
ざ
ら
 

れ
、
若
い
人
か
ら
 

お
年
よ
り
ま
で
多
 

く
見
物
者
の
目
を
 

楽
し
ま
せ
て
く
れ
 

ま
し
た
。
又
、
当
 

日
和
室
に
お
い
て
 

茶
の
会
も
ひ
ら
か
 

れ
、
楽
し
い
ふ
ん
 

意
気
の
中
で
終
了
 

し
ま
し
た
。
 

「
「
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三I
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
」
三
 

よ
 
り
 
H
H
H
H
 

た
し
ま
し
た
。
 

一
、
組
合
長
表
彰
 

1
皿
山
納
税
組
合
長
 

2
上
里
ノ
ー
 

3
市
津
 

4
八
ノ
ー
ー
 

5
東
組
 

6
岩
屋
組
 

7
貴
船
1
1
一 

8
伏
原
四
 

9
高
尾
一
 

村
上
 

ル
 

勝
 

早
川
 
保
久
 

"

 

長
谷
川
浪
夫
 

ク
 

平
川
 
正
喜
 

ル
 

中
村
 
三
治
 

ク
 

木
月
 

明
 

ク
 

石
橋
 
作一 

ル
 

浜
口
 

実
 

ク 

荒
木
 

悟
 

10 

旭
ケ
丘
 

か 坂
本
 
永
喜
 

ニ
、
納
税
組
合
表
彰
 

1
原
納
税
組
合
 

2
原
田
 

か 

3
大
谷
 

ク 

4
大
久
保
 

“ 

》
5
車
道
ー
 

ル 

6
中
組
納
税
組
合
 

7
上
ノ
原
二
 

” 

8
徳
人
原
下
 

ル 

9
伏
原
三
 

ガ 

10 

高
尾
ニ
 

ガ 

三
、
婦
人
会
表
彰
 

1
第
六
支
所
婦
人
会
 

2
第
七
支
所
 

“ 

3
第
八
支
所
 

ル 

4
第
九
支
所
 

ル 

（写真は多彩な催し風景） 

た
ば
ご
消
費
税
に
つ
い
て
 

皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
た
ば
 

こ
消
費
税
は
年
々
増
収
さ
れ
て
お
 

り
ま
す
が
、
P
R
不
足
で
ま
だ
他
 

町
村
で
た
ば
こ
を
、
買
っ
て
お
ら
 

れ
る
方
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
 

た
ば
こ
十
五
本
で
十
円
の
町
収
 

入
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
是
 

非
赤
池
町
内
の
た
ば
こ
店
で
買
い
 

ま
し
ょ
う
。
 

十
月
末
現
在
五
、
六
一
四
千
円
の
 

収
入
で
月
平
均
八
〇
二
千
円
と
な
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

軽
自
動
車
の
 

異
動
届
に
つ
い
て
 

毎
月
町
広
報
で
お
願
い
し
て
お
 

り
ま
す
が
、
ま
だ
異
動
届
け
が
未
 

済
の
為
、
事
務
処
理
上
困
っ
て
い
 

ま
す
。
 

未
届
け
の
方
は
早
急
に
届
出
を
済
 

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

一
三
l三
「
」
」
」l
三1
」
三
」
三
一
【
三
三
」
 

料
理
・
飲
食
等
消
費
税
 

公
給
領
収
証
を
 

受
け
取
り
ま
し
よ
う
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
つ
ぎ
 

の
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

料
亭
、
料
理
店
、
カ
フ
エ
ー
、
 

バ
1
、
キ
ヤ
バ
レ
ー
、
飲
食
、
宿
 

泊
、
休
憩
な
ど
を
し
た
人
。
 

税
額
は
、
遊
興
、
飲
食
、
休
憩
 

な
ど
を
し
た
場
合
は
、
一
人
一
回
 

の
料
金
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
 

宿
泊
を
し
た
場
合
は
（
宿
泊
の
 

料
金
か
ら
八
百
円
を
差
し
引
い
た
 

金
額
）
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
。
 

公
給
領
収
証
に
は
料
理
店
用
、
 

旅
館
用
、
飲
食
、
喫
茶
店
用
の
三
 

種
類
が
あ
り
、
料
理
飲
食
等
消
費
 

税
を
納
め
ら
れ
た
し
る
し
に
お
渡
 

し
す
る
も
の
で
す
か
ら
必
ず
う
け
 

と
っ
て
納
税
の
義
務
を
果
し
て
下
 

さ
い
。
 

田
川
財
務
事
務
所
 

七
色
劇
団
公
演
 

福
岡
県
盲
人
協
会
が
 

行
う
 

福
岡
県
盲
人
協
会
で
は
、
盲
人
 

福
祉
事
業
資
金
募
集
の
た
め
、
七
 

色
劇
団
公
演
を
本
町
で
開
く
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

盲
人
の
方
々
の
自
立
更
生
と
福
 

祉
向
上
の
一
助
と
し
て
、
又
身
体
 

障
害
者
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
 

深
め
る
た
め
に
、
御
協
力
を
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
．
 

日
時
・
場
所
 

上
野
小
学
校
講
堂
 

一
月
二
十
三
日
（
土
曜
日
）
 

午
後
二
時
ー
四
時
 

赤
池
中
学
校
体
育
舘
 

一
月
二
十
四
日
（
日
曜
日
）
 

午
後
二
時
ー
四
時
 

演
芸
種
目
 
漫
才
、
舞
踊
、
講
談
 

百
面
相
、
等
 

謝
恩
券
 
三
枚
一
組
 
金
九
十
円
 

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
民
生
課
 

へ 
歳
末
助
け
合
い
運
動
 

去
る
十
二
月
九
日
ー
十
一
日
ま
 

で
の
三
日
間
、
赤
池
町
役
場
内
に
 

お
い
て
、
木
村
捨
義
氏
（
市
場
）
 

他
、
呉
流
会
役
員
の
協
力
の
も
と
 

に
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
が
行
な
 

わ
れ
、
皆
様
力
の
暖
い
御
支
援
を
 

賜
わ
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
 

げ
げ
ま
す
。
 

な
お
、
歳
末
助
け
合
い
に
よ
つ
 

て
集
ま
り
ま
し
た
。
 

義
損
金
は
赤
池
町
老
人
ホ
ー
ム
に
 

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

議
狭
～
 


